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ごあいさつ 

近年、少子高齢化や核家族の進展、共働き世帯やひとり親世帯の増加などに加え、

地域の希薄化や低所得・貧困層の拡大などさまざまな要因が絡み合い、既存の社会保

障や福祉施策による対応だけでは福祉課題の解決が困難になってきており、地域住民

が抱える多様化、複雑化する福祉課題を解決していくため、社会福祉協議会が果たす

役割は極めて重要であると認識しております。 

また、改正社会福祉法が施行され、社会福祉法人には、これまで以上に経営組織の

ガバナンス強化、事業運営の透明性の向上、財務規律の強化、地域における公益的な

取組みを実施する責務などが求められることになり、社会福祉協議会を取り巻く環境

も大きく変わろうとしています。 

このような中、社会福祉協議会は地域福祉の要として、市民の皆様にとって身近な

存在となり、さまざまな地域課題の解決に向け、一緒に考えながら「地域共生社会」

の実現を目指して、第 2次亀山市地域福祉活動計画（計画期間：2017 年（平成 29 年）

度～2021 年（平成 33 年）度）を策定いたしました。 

本計画においては、亀山市の行政計画である「第 2次地域福祉計画」の基本理念「と

もに支え合い ともに暮らせる ふくしのまち －共助と共生の地域社会を築こう

－」と共通の理念を掲げています。 

この理念に基づき、「コミュニティソーシャルワークの充実」と「福祉総合相談機

能の充実」の 2つの横断的な取り組み方針を示すとともに、社会福祉協議会の組織体

制や財政基盤の強化を図ってまいります。 

今後、関係機関の皆様と協働して、本計画の推進に取り組んでまいりますので格別

なるご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

最後に、本計画策定にあたり、ご尽力賜りました、策定委員の皆様をはじめ、地区

懇談会や団体ヒアリング等にご協力いただいた皆様に深く感謝を申し上げます。 

 

2018（平成 30）年 1月 

 

 

社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会 

会 長  楳 谷 英 一  
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